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Relax
中央公民館図書室だより

平
成
28
年
1
月
か
ら

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」を
交
付
し
ま
す

町からのお知らせ

　
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度
は
、

国
民
ひ
と
り
一
人
に
固
有
の
12
桁
の
番
号

を
付
番
し
、国
の
行
政
機
関
や
都
道
府
県
・

市
町
村
な
ど
複
数
の
機
関
に
あ
る
個
人
の

情
報
が
、
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
そ

の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
行
政
の
手

続
き
を
簡
素
化
す
る
、
真
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
し
て
い
る
方
を
漏
れ
な
く
支

援
す
る
な
ど
、
国
民
の
利
便
性
の
向
上
と

行
政
の
効
率
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
平
成
27
年
10
月
以
降
、
各
ご
家
庭
に
簡

易
書
留
で
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
こ
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
漏

え
い
な
ど
に
よ
り
不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
則
、
一
生
変

更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
取
扱
い
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
注
１
）

　
ま
た
▼
氏
名
▼
住
所
▼
生
年
月
日
▼
性

別
▼
顔
写
真
（
表
面
）
▼
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
（
裏
面
）
を
記
載
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
と
い
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す

る
書
類
と
し
て
、
ま
た
本
人
確
認
の
際
の

身
分
証
明
書
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。「
通
知
カ
ー
ド
」
に
同
封
さ
れ
た
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
に
よ
り
交

付
申
請
さ
れ
た
方
に
は
、
平
成
28
年
１
月

か
ら
こ
れ
を
交
付
し
ま
す
。「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
の
交
付
準
備
が
整
い
ま
し
た
ら
、

は
が
き
に
よ
る
交
付
通
知
書
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
書
類
と
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
あ
わ
せ
て
、

役
場
１
階
の
交
付
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。（
注
２
）「
通
知
カ
ー
ド
」
と
引
き
換

え
に
交
付
し
、
初
回
の
交
付
手
数
料
は
無

料
で
す
。

（
注
１
）

　「
通
知
カ
ー
ド
」
は
平
成
27
年
10
月
５

日
時
点
の
住
民
票
の
住
所
に
お
届
け
し
ま

す
。
住
民
票
の
住
所
と
現
在
お
住
ま
い
の

居
所
が
異
な
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
お
届
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
12
月
中
旬
に
ま
だ
「
通
知
カ
ー

ド
」
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
役
場
の
税

住
民
課
住
民
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
２
）

　「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
交
付
申
請
さ

れ
た
方
へ
順
次
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、

申
請
状
況
に
よ
り
交
付
通
知
書
の
送
付
が

大
変
遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

町からのお知らせ

空色の飛行機に乗り、鳥
を眺めるのが大好きだっ
た男爵。戦争がはじまり
自国を守るために戦わな
くてはならなくなりまし
た。彼のとった奇想天外
な作戦は、兵士たちの心
を動かします。長い戦争
をおわらせるために男爵
が投下したものは…。

ジル・ボム／文
主婦の友社

　年末年始の休室に伴い、12月13日
日～22日火の貸出期限は３週間とな
ります。
　年末年始は返却処理ができません
ので、返却期限が過ぎている本をお
持ちの方は、お早めに図書室まで返
却をお願いします。

12月24日木12月の
月末整理日

図 書 室
開 室 時 間

平日 10:00～17:00
土日祝 10:00～16:30

☎957－1421図書室
（公民館内）

そらいろ男爵

みて！
　高
たかばたけ

畠 邦
な

生
お

／作　絵本館
ほしじいたけほしばあたけ

石川 基
もと

子
こ

／作　講談社
はずかしがりやのバナナくん

岡田 よしたか／作　PHP研究所
えのなかのゆうれい（紙芝居）

古川 タク／作・絵　教育画劇

児童書

琥珀のまたたき
幼い妹の死をきっかけ
に、母と3兄弟は父の遺
した別荘に移り住む。閉
ざされた家の中で、オパ
ール・琥珀・瑪瑙という
新しい名前を付けられた
子供たちは、独自に編み
出した遊びに興じる。や
がて琥珀の左目にある異
変が生じ…

小川 洋子／著
講談社

近畿の名城を歩く（滋賀、京都、奈良編）
仁
に

木
き

 宏
ひろし

／編　吉川弘文館
掟
おきてがみきょうこ

上今日子の挑戦状
西
にし

尾
お

 維
い

新
しん

／著　講談社
老妻だって介護はつらいよ

沖
おき

藤
ふじ

 典
のり

子
こ

／著　岩波書店
きみは赤ちゃん

川
かわ

上
かみ

 未
み

映
え

子
こ

／著　文藝春秋

一般書

年末年始に伴う
貸出期間の延長について

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の

交
付
の
流
れ

ス
テ
ッ
プ
１

　
簡
易
書
留
で
届
い
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

「
通
知
カ
ー
ド
」
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
に
、
顔
写

真
を
貼
り
付
け
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
、

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
で
も
申
請
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
2

⬅

　
平
成
28
年
１
月
以
降
、「
個
人
番
号
カ

ー
ド
」
の
交
付
準
備
が
整
う
と
、
は
が
き

で
交
付
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
運

転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
と
「
通

知
カ
ー
ド
」
を
あ
わ
せ
て
お
持
ち
に
な
り
、

役
場
１
階
の
交
付
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。ス

テ
ッ
プ
3

⬅

　
本
人
確
認
の
後
、
暗
証
番
号
を
設
定
し

て
い
た
だ
き
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２
で
交
付
窓
口へ

持
って
き
て
い
た
だ
く
も
の

※ 

15
歳
未
満
の
方
、
お
よ
び
成
年
被
後
見

人
の
方
は
、
法
定
代
理
人
が
同
行
し
て

く
だ
さ
い

 

①
ご
本
人
が
来
庁
さ
れ
る
場
合

　
○
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

　
○
通
知
カ
ー
ド

　
○ 

本
人
確
認
書
類
（
11
ペ
ー
ジ
の
表
①

参
照
）

　
　  

Ａ
欄
か
ら
１
点
、
Ａ
欄
の
も
の
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
Ｂ
欄
か
ら
２
点

　
○ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の

方
の
み
）

 

② 

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
ご
本
人
が

来
庁
で
き
な
い
場
合

　  

　
ご
本
人
が
病
気
、
身
体
の
障
が
い
そ

の
ほ
か
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、

交
付
場
所
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

に
限
り
、
代
理
人
に
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
を
委
任
で
き
ま
す
。

　
○
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

　
○ 

ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類
（
11
ペ
ー

ジ
の
表
①
参
照
）

　
　  

Ａ
欄
か
ら
２
点
、
ま
た
は
Ａ
欄
と
Ｂ

欄
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ
、
ま
た

は
Ｂ
欄
を
３
点
（
う
ち
写
真
付
き
を

１
点
以
上
）

　
○ 

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
11
ペ
ー

ジ
の
表
①
参
照
）

　
　  

Ａ
欄
か
ら
２
点
、
ま
た
は
Ａ
欄
と
Ｂ

欄
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ

　
○ 

委
任
状
な
ど
、
ご
本
人
が
代
理
人
を

指
定
し
た
事
実
を
確
認
で
き
る
資
料

　
　  

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
の
「
委
任

状
」
欄
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
も

大
丈
夫
で
す
。

　
○
通
知
カ
ー
ド

　
○ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の

方
の
み
）

　
○ 

ご
本
人
の
出
頭
が
困
難
で
あ
る
こ
と

を
証
す
る
書
類
（
例
）
▼
診
断
書
▼

本
人
の
障
害
者
手
帳
▼
本
人
が
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
事
実
を
証
す

る
書
類
な
ど

 

③ 

法
定
代
理
人
が
同
行
す
る
場
合
（
右
記

の
本
人
書
類
に
加
え
て
左
記
の
書
類
が

必
要
で
す
）

　
○ 

同
行
す
る
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
（
表
①
参
照
）

　
　  

Ａ
欄
か
ら
１
点
、
Ａ
欄
の
も
の
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
Ｂ
欄
か
ら
２
点

　
○ 

戸
籍
謄
本
そ
の
他
の
資
格
を
証
明
す

る
書
類

　
　
※ 

「
本
籍
地
が
大
山
崎
町
で
あ
る
場

合
」
ま
た
は
「
ご
本
人
が
15
歳
未

満
の
方
で
、
法
定
代
理
人
と
同
一

世
帯
か
つ
親
子
関
係
に
あ
る
場

合
」
は
不
要

「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ

ー
ド
」、そ
の
他
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
関
す
る
お
問
合
せ

内
閣
官
房
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会
保
障・

税
番
号
）
制
度
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※ 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
で
検
索
（http://

w
w
w
.cas.go.jp

/jp
/seisaku/

bangoseido/index.htm
l

）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
―
９
５
―
０
１
７
８（
無
料
）

 【
受
付
時
間
】

平
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
10
時

土
日

／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　
※
年
末
年
始
を
除
く

一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
右
記
ダ
イ
ヤ
ル
に

繋
が
ら
な
い
場
合
（
有
料
）

 

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
こ
と

　
☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
９
４
０
５

 

○ 

「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

に
関
す
る
こ
と

　
☎
０
５
０
―
３
８
１
８
―
１
２
５
０

英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
の
案
内
（
無
料
）

 

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
こ
と

　
☎
０
１
２
０
―
０
１
７
８
―
２
６

 

○ 

「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

に
関
す
る
こ
と

☎
０
１
２
０
―
０
１
７
８
―
２
７

※
年
末
年
始
を
除
く

※ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
一
時
利
用
停
止

に
つ
い
て
は
、
24
時
間
３
６
５
日
受

付
（
平
成
28
年
１
月
以
降
）

問
＝
税
住
民
課
住
民
係
（
内
１
２
４
）

本人確認書類（表①）

Ａ Ｂ
▼住民基本台帳カード（写
真付きに限る）▼運転免
許証▼運転経歴証明書（交
付年月日が平成24年４月
１日以降のものに限る）
▼旅券▼身体障害者手帳
▼精神障害者保健福祉手
帳▼療育手帳▼在留カー
ド▼特別永住者証明書▼
一時庇護許可書▼仮滞在
許可書

▼健康保険証▼介護保険
被保険者証▼後期高齢者
医療被保険者証▼年金手
帳▼社員証▼学生証▼預
金通帳▼医療受給者証な
どの「氏名・生年月日」
または「氏名・住所」が
記載されたもの

12月27日日～
１月３日日

年末年始
休室日

※ １月４日月は平常どおり休室
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Survive
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Fire Department
消防ひろば
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Vol.30

今年の災害を振り返る

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
ひ
と
月
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
災
害
に
目
を
向
け
る
と
、
鬼
怒
川
の
堤
防

決
壊
な
ど
東
日
本
に
大
き
な
被
害
を
発
生
さ
せ
た

「
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」
に
大
き
な
衝

撃
を
受
け
ら
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
あ
ら
た
め
て
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
お
悔

や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
最
後
の
シ
リ
ー
ズ
防
災
は
、
今
年
発
生
し
た

災
害
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
そ
の
教
訓
を
活
か
す

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

今
年
発
生
し
た
主
な
災
害
等

 

○
５
月
29
日

口
永
良
部
島
で
爆
発
的
噴
火
が
発
生
。
噴
火
警
報

が
発
表
さ
れ
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
３
（
入
山
規

制
）
か
ら
５
（
避
難
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
全
島

民
が
避
難
。

 

○
７
月
17
日

台
風
第
11
号
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
、
近
畿
地
方
の

各
地
で
24
時
間
の
積
算
雨
量
が
こ
れ
ま
で
の
観
測

記
録
を
更
新
。
ま
た
、各
地
で
土
砂
災
害
が
発
生
。

 

○
７
月
25
日

台
風
第
12
号
周
辺
の
強
い
雨
雲
の
影
響
で
、
鹿
児

島
県
の
徳
之
島
で
一
時
間
に
１
０
０
ミ
リ
を
超
え

る
猛
烈
な
雨
が
降
り
、
24
時
間
雨
量
が
４
０
０
ミ

リ
を
超
え
た
。

 

○
８
月
25
日

台
風
第
15
号
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
、
北
九
州
や
山

口
県
、
三
重
県
で
局
地
的
に
１
時
間
に
80
ミ
リ
を

超
え
る
猛
烈
な
雨
が
降
っ
た
。

 

○
９
月
10
日

台
風
第
18
号
や
台
風
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
な
ど

の
影
響
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、
栃
木
県
、
茨
城
県
、

宮
城
県
に
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
。
関
東

地
方
か
ら
東
北
地
方
で
大
雨
が
降
り
、
特
に
栃
木

県
で
は
最
大
48
時
間
降
水
量
６
０
０
ミ
リ
を
超
え

る
大
雨
が
観
測
さ
れ
た
。各
地
で
多
く
の
死
傷
者
、

家
屋
被
害
が
発
生
。
ま
た
、
土
砂
災
害
も
各
地
で

発
生
し
た
。

今
年
発
生
し
た
災
害
の
教
訓

　
本
町
で
は
、
幸
い
に
も
大
き
な
被
害
は
発
生
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
関
東
東
北
豪
雨
の
よ
う
な
災
害
は

決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
避
難
指
示
を
発
令
し
た
平
成
25
年
台
風
第
18
号
、

避
難
勧
告
を
発
令
し
た
本
年
の
台
風
第
11
号
は
大
き

な
人
的
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
恐
れ
は

高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
東
・
東
北
豪
雨
の
よ
う
な
雨
雲
は
ど
こ

で
発
生
し
、
猛
威
を
振
る
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
過
去
の
災
害
の
教
訓
を
活

か
し
、今
一
度
災
害
に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
教
訓
①

　
　
台
風
本
体
だ
け
で
な
く
、

　
　
　
　
線
状
降
水
帯
に
も
要
注
意

　
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
台
風
本
体
は
も
と
よ
り
、

台
風
か
ら
変
わ
っ
た
温
帯
低
気
圧
に
温
か
く
湿
っ
た

空
気
が
大
量
に
流
入
し
続
け
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

巨
大
な
積
乱
雲
群
が
帯
状
に
連
な
る
線
状
降
水
帯
が

多
数
発
生
し
、
大
雨
を
降
ら
せ
ま
し
た
。

　
教
訓
②

　
　
早
め
の
適
切
な
避
難
が
重
要

　
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
役
場
３
階
31
番
窓
口

で
配
布
）
を
確
認
し
、
大
雨
時
は
早
め
に
避
難
所
な

ど
へ
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
避
難
の
き
っ
か

け
と
な
る
情
報
を
お
届
け
す
る
町
防
災
・
防
犯
メ
ー

ル
の
登
録
方
法
は
、
本
誌
裏
面
カ
レ
ン
ダ
ー
欄
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

町
総
合
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

　
平
成
28
年
１
月
17
日
日
に
は
、
町
総
合
防
災
訓
練

（
会
場
：
大
山
崎
小
学
校
）
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細

は
１
月
号
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
最
後
に
、
来
る
年
が
災
害
の
少
な
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。

平
成
27
年
年
末
防
火
運
動

　「
乙
訓
の
　
街
に
聞
こ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心
」

と
き
＝
12
月
20
日
日
〜
31
日
木

　
年
末
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
、
火
の
元
の

管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
こ
の
時

期
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を

よ
り
一
層
高
め
、
家
庭
や
職
場
か
ら
火
災

を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
末
は
全

国
的
に
放
火
に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
す

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
や
職
場
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
放
火
さ
れ

な
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

【
放
火
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
】

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
ず
、整
理
整
頓
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
ゴ
ミ
は
収
集
日
（
の
朝
）
に
出
し
ま
し

ょ
う
。

③
戸
締
り
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。
物

置
に
も
カ
ギ
を
忘
れ
ず
に
。

④
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
照
明
器
具
を
設
置

し
、
暗
が
り
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
ボ
デ
ィ
ー
カ
バ
ー

は
防
炎
製
品
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
郵
便
受
け
に
郵
便
物
な
ど
を
た
め
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
町
内
巡
回
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
放
火

さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

消
防
団
年
末
特
別
警
戒

　
大
山
崎
町
消
防
団
は
、
12
月
25
日
金
〜

31
日
木
の
期
間
、
消
防
団
員
が
各
分
団
詰

所
に
待
機
し
災
害
警
戒
に
あ
た
り
、
防
火

ビ
ラ
配
布
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
巡
回
広
報
を

実
施
し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
も
「
火
の

用
心
」
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習

　
心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
、胸
骨
圧
迫
）

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、
止
血
法
、
そ
の
他

応
急
手
当
な
ど
の
講
習
で
す
。

と
き
＝
12
月
20
日
日
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
＝
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
４
階

大
会
議
室

定
員
＝
50
人
（
先
着
順
）

受
講
料
＝
無
料

申
込
締
切
＝
12
月
18
日
金

※ 

消
防
署
に
あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

問
＝
乙
訓
消
防
組
合
大
山
崎
消
防
署
救
急

係☎
９
５
６
―
０
１
１
９

乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
救
急
課

☎
９
５
３
―
６
０
３
９

※
消
防
本
部
救
急
課
は
平
日
昼
間
の
み

　「
今
で
団
長
を
５
年
、
団
員
と
し
て

は
27
歳
の
こ
ろ
か
ら
31
年
間
続
け
て
い

ま
す
。
団
と
し
て
は
、
定
期
訓
練
や
点

検
、
啓
発
な
ど
の
活
動
が
中
心
。
大
山

崎
町
で
は
出
動
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
火

災
は
滅
多
に
な
く
、
こ
れ
も
日
ご
ろ
か

ら
火
災
予
防
や
街
頭
啓
発
に
力
を
注
い

で
い
る
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と

は
い
っ
て
も
活
動
は
た
だ
厳
し
い
も
の

で
は
な
く
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
で
、

団
員
同
士
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
楽
し
く

活
動
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
今
後
は
、
心
配
さ
れ
て
い
る
大
規
模

災
害
に
対
応
で
き
る
組
織
作
り
を
し
て

い
き
た
い
。
資
機
材
を
中
心
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
そ
ろ
え
る
と
と
も

に
、団
員
の
知
識
と
技
術
も
充
実
さ
せ
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。」

　「
現
場
で
こ
れ
ま
で
25
年
間
、
救
急

救
命
士
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
、
事
故
現
場
で
生
存
が
絶
望
的

だ
っ
た
患
者
さ
ん
を
、
適
切
な
処
置
に

よ
っ
て
助
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
方

が
後
日
署
ま
で
お
礼
に
来
て
く
れ
た
と

き
な
ん
か
は
、
と
て
も
嬉
し
く
や
り
が

い
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

　
今
町
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

は
、
ど
う
い
う
と
き
に
救
急
車
を
呼
ぶ

べ
き
か
を
正
し
く
理
解
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
。
ポ
イ
ン
ト
は
消
防
庁
の
Ｈ

Ｐ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自

分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
ぜ

ひ
一
度
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
も
う
じ
き
定
年
で
す
が
、
今
後

も
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。」

大山崎消防署警備２課
消防司令
峯  富美雄さん（59）

大山崎消防団　
団長
田所  隆司さん（58）

　
大
山
崎
町
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　  「
府
民
の
消
防
賞
」
と
は
…
府
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
・
防
災
活
動
や
人
命
救
助
に
功

績
の
あ
っ
た
消
防
署
員
や
消
防
団
員
を
た
た
え
る
も
の
。

京
都
新
聞「
府
民
の
消
防
賞
」

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

第33回



広報おおやまざき15 2 0 1 5 . 1 2

まちの話題 □
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
シ
リ
ー
ズ
防
災

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題  Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

14広報おおやまざき2 0 1 5 . 1 2

まちの話題

TownTopics

　この日、中央公民館の料理講習室では、乳幼児を持つ
保護者を対象にした料理教室が開催されていました。
　講師は、町在住の料理家である森かおるさん。ぶりの
照り焼きやだしからとったお味噌汁など、子どもにも安
心して食べさせられる、旬の食材を使ったやさしいお料
理を作りました。
　盛り付けにもこだわったごはんは大好評で、「早く家
族にも食べさせてあげたい！」と参加者の皆さんには笑
顔がこぼれていました。

　今年も、大山崎中学校では秋の文化祭が開催されまし
た。廊下や多目的室では生徒が作成した作品の展示がさ
れ、体育館ではクラス単位のステージ発表が行われまし
た。
　文化祭のメインとなるステージ発表では、表現力豊か
な舞台美術や、ステージ上のみならず体育館全体を使っ
た演出など、各クラス工夫を凝らした表現で観客を魅了
していました。

　さまざまな活動が行われている中央公民館サークルのひ
とつ、リズムダンスサークルがこの10月に15周年を迎えま
した。音楽に合わせて楽しく体を動かすことを目的とした
サークルで、コーディネーターの水島啓子さんの指導のも
と、ボールやセラバンドと呼ばれるゴム製のバンドを用い
た体操も取り入れています。
　会長の江口さんによると、「おなじみの曲に合わせて、
自分のペースで運動できることがとても楽しい」といい、
会員の皆さんも笑顔で和気あいあいと取り組まれていまし
た。現在は20人ほどが参加していて、会員は随時募集中。
興味を持った方は、ぜひ下記問合せ先までご連絡ください
ね。
活動日＝毎週火　10:00～11:30
ところ＝中央公民館本館１階ホール
問＝中央公民館　☎957-1421

スマイルプレイス「親子で旬なおうちごはん」

旬の食材でおいしくヘルシー♪

大山崎中学校で文化祭が開催されました

力を合わせて！  文化の秋

中央公民館　リズムダンスサークル

発足15周年おめでとうございます！

10

10

10

16

16

27

僕
、
最
近
ひ
そ
か
に
、
か
る
た
の
練
習
し

て
い
る
ん
だ
。
お
正
月
の
百
人
一
首
大
会
で

活
躍
す
る
つ
も
り
だ
よ
。

努
力
家
だ
ね
、の
ぼ
る
君
。
百
人
一
首
は
、

平
安
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に
藤
原
定
家
が

百
人
の
歌
人
の
和
歌
を
一
首
ず
つ
選
ん
だ
歌
集
だ
ね
。

そ
の
藤
原
定
家
も
何
度
か
大
山
崎
を
訪
れ
て
い
て
、
そ

の
様
子
が
「
明
月
記
」
と
い
う
日
記
に
書
か
れ
て
い
る

よ
。

さ
ぞ
素
敵
な
思
い
出
が
書
か
れ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
ね
。

そ
う
で
も
な
さ
そ
う
だ
よ
。
雨
漏
り
し
た

宿
に
泊
ま
っ
て
苦
労
し
た
こ
と
が
愚
痴
っ

ぽ
く
書
か
れ
て
い
た
り
す
る
ん
だ
よ
。

意
外
だ
ね
。
そ
れ
を
多
く
の
人
目
に
さ
ら

さ
れ
て
、少
し
か
わ
い
そ
う
な
気
が
す
る
ね
。

日
記
に
書
く
こ
と
に
は
気
を
つ
け
る
よ
う
に

す
る
よ
。

そ
う
そ
う
、
Ｊ
Ｒ
宝
寺
踏
切
の
山
側
に
句
碑
が
あ
る

け
れ
ど
、
あ
れ
は
誰
の
句
か
な
。

室
町
時
代
の
人
で
、
連
歌（
俳
諧
）の
始
祖

と
言
わ
れ
て
い
る
山
崎
宗
鑑
の
句
だ
よ
。
山

崎
を
と
て
も
気
に
入
っ
た
の
で
山
崎
と
名

乗
っ
た
ん
だ
。連

歌
っ
て
？

読
む
人
が
代
わ
る
代
わ
る
次
の
句
を
付

け
て
い
っ
て
、
百
句
を
も
っ
て
一
作
品
を
作

る
と
い
う
風
流
な
遊
び
だ
よ
。
百
人
一
首
の

よ
う
な
和
歌
は
、
五
七
五
七
七
だ
け
ど
、
さ
ら
に
そ
の

後
に
五
七
五
、
七
七
、
五
七
五
…
…
と
続
け
て
い
く
ん

だ
。

あ
そ
こ
の
句
碑
に
は
な
ん
て
書
か
れ
て
い

る
の
か
な
。

「
う
つ
き
き
て
ね
ぶ
と
に
鳴
く
や
郭
公
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
よ
。
普
通
に
読
む
と
「
卯

月
来
て
音
ぶ
と
に
鳴
く
や
ほ
と
と
ぎ
す
」
だ

け
ど
「
疼
き
き
て
根
太（
ね
ぶ
と
＝
腫
瘍
）に
泣
く
や
ほ

と
と
ぎ
す
」
と
い
う
よ
う
に
も
読
め
て
、
暗
に
当
時
根

太
に
悩
ん
で
い
た
友
人
を
揶や

揄ゆ

し
た
句
と
言
わ
れ
て
い

る
ん
だ
。

お
も
し
ろ
い
ね
。
連
歌
っ
て
い
う
の
は
人

を
か
ら
か
っ
た
り
悪
く
言
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ね
。
よ
う
し
、
僕
も
一
句
…
。

違
う
違
う
、
の
ぼ
る
君
。
宗
鑑
は
ね
、
一

休
和
尚
と
知
り
合
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
機
智
と
反
骨
精
神
を
学
ん
で
諧か
い
ぎ
ゃ
く謔（

お

ど
け
て
、
お
か
し
み
の
あ
る
言
葉
の
こ
と
）を
表
現
す

る
歌
も
詠
む
よ
う
に
な
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だ
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で
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ず
か
し
い
よ
。
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っ
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り
僕
、
か
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た
に
専
念

す
る
よ
。

天王山のぼる君の

「 大山崎町の歴史を
学習するぞ！」

天王山のぼる君
（14）

淀川散歩さん
（63）

学習するぞ！」

ゆかりの文人、歌人 編
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よ
り

い
ず
れ
も
天
王
山
森
林
整
備
の
た
め

町の人口と世帯数

ひとのうごき

2015年11月１日現在(前月比)

総数 15,127人　（　３）
男 7,302人　（　９）
女 7,825人　（－６）
世帯数 6,029世帯（　３）

※  敬称略。このコーナーには希望
された方のみ掲載しています

このコーナーは21ページから始まりますこのコーナーは21ページから始まります

を通して科学技術を学ぶ「サイエン
スゾーン」などがあります。①と②
は要事前申込。
とき＝12月20日日10:00～15:30
ところ＝宇治田原町総合文化センタ
ー
申込方法＝それぞれFAXまたは電
子メールにて下記申込先まで。
① 特定非営利活法人やましろきっづ
サイエンス　 0774‒73‒2008

　 k-sasaki@kinet-tv.ne.jp
② 特定非営利活法人けいはんな文化
学術協会　 050‒3156‒1616
　 antares@kvc.keihanna.ne.jp
問＝京都府山城広域振興局企画振興
室　☎0774‒21‒2049

町教育委員会主催
人権教育研修会
　12月４日金～10日木は「人権週間」
です。人権問題について理解を深め、
みんなが幸せに生きていくことがで
きる社会のあり方について学習しま
しょう。入場無料、当日参加も可。
とき＝12月９日水14:00～15:30
ところ＝中央公民館本館１階ホール
演題＝「適切に守られる」ことと「適
切に育てられる」こと　～児童虐待
防止も含めて子どもの人権を考える
～
講師＝川畑隆さん（京都学園大学人
文学部教授）
対象＝町内に在住または在勤の方
定員＝約100人
問・申込＝生涯学習課（内222）

ゆめほっぺ　12月の行事

 ①みんなでランチ
　  とき＝12月８日火・24日木11:45
～13:00
 ② ベビーマッサージ（要予約、見学
ＯＫ） 
　 とき＝12月９日水10:30～11:30
　  持ち物＝▼バスタオル▼ハンドタ
オル▼ベビーオイル
 ③ プレママさん、プチママさんソー

イング（スタイ、キャップを手作
り、要予約、見学ＯＫ） 
　  とき＝12月18日金10:00～12:00、
13:00～15:00
　  対象＝妊婦さんと生後４カ月くら
いまでの子を持つ親
　  持ち物＝▼フェイスタオル▼着な
くなったＴシャツ▼お好みの布▼
マジックテープ▼糸▼針
 ④土曜日ほっぺ
　  平日の参加が難しい方もぜひお越
しください。
　とき＝12月５日土10:00～12:00
 ⑤ プチママさんのしゃべり場（予約
不要、見学ＯＫ） 
　  初めての育児にまつわる不安や悩
みなどを皆で話してみませんか。
　 とき＝12月11日金13:30～15:00
　  対象＝生後２カ月～４カ月の第１
子を持つ親子
　  持ち物＝赤ちゃん用バスタオル
ところ＝①④ゆめほっぺ　②③⑤中
央公民館本館２階和室
（いずれも）
申込方法＝電話で下記まで。
問・申込先＝ゆめほっぺ　
☎959‒9050

相談
Consultation

がん総合相談のお知らせ

　がんに関わるさまざまな相談をお
受けする窓口として出張相談を行い
ます。相談無料。事前に要申込。
とき＝12月３日木13:00～15:30
ところ＝京都府乙訓保健所
相談員＝保健師または看護師
※ 出張相談以外に次の施設にて通常
相談（電話、対面）を実施してい
ます。こちらもご利用ください（年
末年始を除く月～金の9:00～12:
00、13:00～16:00）
問／申込先＝京都府がん総合相談支
援センター　フリーダイヤル
☎0120‒078‒394

障がいのある方の生活相談
（身体・知的・精神）
　友人関係、生活リズムなど、どん
なことでもご相談ください。大山崎
町が委託している相談支援事業所
「大山崎町社会福祉協議会」の専門
相談員が相談を受けます。
とき＝12月10日木9:30～11:30
ところ＝役場１階相談室１
問＝福祉課社会福祉係（内154）

行政書士による
暮らしと事業の行政相談会
テーマ＝▼相続・遺言▼公正証書▼
契約書▼示談書▼内容証明▼法人設
立▼建設業許可▼車庫証明など
とき＝12月17日木13:30～16:30
※毎月第３木
※申込不要、相談無料
受付＝当日役場にて受付
問＝政策総務課企画観光係（内312）

募集
Wanted

大山崎町子ども・子育て会議
委員を公募します
　平成27年度にスタートした「子ど
も・子育て支援新制度」に基づき、
大山崎町でも平成27年３月に「子ど
も・子育て支援事業計画」を策定し
ています。当計画の推進に必要な事
項や、施策の実施状況など様々な課
題の検討を進めるため、学識経験者、
子育て団体関係者など15人程度で構
成される「子ども・子育て会議」を
設置しています。
　この度、子ども・子育て会議委員
として会議に参加し、ご協議いただ
く委員を、次のとおり公募します。
任期＝委嘱の日から２年間
募集人数＝２人（応募者多数の場合
は抽選）
応募資格＝以下の要件をすべて満た
す方
○町に１年以上住んでいる方

○ 応募時点で満20歳以上である方
○ 子育て支援施策に関心を持ち、積
極的に意見を出していただける方

○平日の会議に出席できる方
○ 町のほかの審議会などの委員を３
つ以上していない方

○ 町議会議員または町職員ではない
方

応募方法＝▼はがき▼FAX▼電子
メールのいずれかの方法で「子ども・
子育て会議委員応募」と明記し、▼
住所▼氏名▼年齢▼居住年数▼連絡
先（電話番号など）を記載して応募
してください。
応募期限＝12月18日金必着
応募先＝〒618‒8501（住所不要）福
祉課児童福祉係
957‒4161　
jido@town.oyamazaki.lg.jp

問＝福祉課児童福祉係（内157）

少年補導委員会「親子ふれあい
事業」参加者を募集
　町少年補導委員会では、親と子の
野外活動を通して自然に親しみ、健
やかな青少年の育成を目指す「親子
ふれあい事業」を実施します。現地
への移動は貸し切りバスを利用しま
す。要申込。
とき＝平成28年２月11日
集合／帰着＝いずれも中央公民館　
8:00／18:00（予定）
行き先＝福井県　かまぼこ工場、今

庄365スキー場　ほか
内容＝焼きちくわ作り・雪遊び　な
ど
対象＝町内在住の▼幼児▼小学生▼
中学生とその保護者（子どもだけの
参加は不可）
申込方法＝参加費を添えて、役場24
番窓口に直接申し込んでください。
募集期間＝12月15日火～平成28年１
月20日水
※受付は平日の8:30～17:15（土日
、年末年始、昼休みを除く）

募集人数＝約40人（先着順）
参加費＝中学生以下2,500円、大人
（保護者）3,500円
※ 平成28年２月２日火までのキャン
セルについては返金します

問＝大山崎町少年補導委員会事務局
（生涯学習課内）（内234）

放課後児童健全育成事業施設（放課後
児童クラブ）の臨時指導員を募集
　教育委員会では、放課後児童健全
育成事業施設で臨時の指導員として
保育に従事していただける方を募集
しています。まず臨時の指導員とし
て登録していただき、勤務日につい
ては、施設と登録者との間で調整し
ます。支援が必要な児童の保育経験
者を特に募集します。まずは、下記
までご連絡ください。
○ 「放課後児童健全育成事業」とは
…本町では、小学校、支援学校に

在籍する原則１年生～４年生の児
童を対象として、共働きなどの事
情で保護者などからの保護育成を
受けられない状態にある児童の、
放課後の健全育成を図ることを目
的に「放課後児童クラブ」を開設
しています。

応募対象者＝18歳以上（高校卒業以
上）の、健康で小学生児童の保育に
熱心な方。
勤務時間＝原則、平日の13:00～
18:00（５時間程）
土および学校行事による振替休校日
は8:30～18:00の中で交代勤務。
※ 春、夏、冬休み期間中は勤務時間
が変わります

勤務地＝町立小学校２校の敷地内の
放課後児童健全育成事業施設
勤務期間＝半年ごとに更新（勤務実
績により更新の場合有り）
保育する対象の児童＝小学１年生～
４年生（支援が必要な児童は６年生
まで）
時間給＝930円（税込）
※通勤手当は別途支給の場合有
申込方法＝市販の履歴書に写真を添
付し、必要事項を記入のうえ、役場
２階生涯学習課（24番窓口）まで持
参してください。郵送は不可。
選考方法＝書類審査、面接
問＝生涯学習課生涯学習・スポーツ
振興係　（内234、232）
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利が消滅します
問・請求窓口＝福祉課社会福祉係
（内154）

閉鎖していた天王山ハイキング
コースの一部を開通
　台風による被災で、通行に危険が
あるため天王山ハイキングコースの
一部を閉鎖していましたが、「竹林
の小径」（アサヒビール大山崎山荘
美術館裏～山崎聖天の道）について
は、12月中旬に開通予定です。
　なお、山崎聖天（観音寺）登山口
は引き続き危険があるため、修復工
事を行う予定です。

問＝建設課地域整備係（内252）

京都介護・福祉人材総合支援
センターを開設しました
　京都介護・福祉人材総合支援セン
ター（愛称・FUKUJOBきょうと）
を開設しました。福祉の仕事に関心
のある方、就きたい方はぜひご利用

ください。予約は不要です。
開設時間＝月～金の9:00～17:00
ところ＝ハートピア京都１階、地下
１階（地下鉄丸太町駅下車すぐ）
問＝☎252‒0294

毒物、劇物の危害を
防止しましょう
　毒物や劇物は農薬や燃料の形で身
近に存在していますが、取扱いには
十分な注意が必要です。取扱う際に
は、次のことを守って正しく使用し
ましょう。
▼正しい使用方法を守る▼盗難にあ
わないよう管理を徹底し、万が一紛
失や盗難にあった場合は警察に通報
する▼決まりを守り、保存場所や容
器に「毒物」「劇物」などと正しく
表記する▼決められた方法で廃棄す
る▼飛散や流出をさせてしまい、ほ
かの住民への危害が発生する可能性
がある場合は、速やかに保健所や警
察、消防機関に通報する
問＝乙訓保健所　☎933‒1241

６５歳以上７０歳未満の方へ

 医療費の自己負担割合が軽減される
場合があります 
　次の要件すべてに該当する方は、
申請により医療機関窓口での自己負
担割合が軽減される場合があります
（所得状況に応じて２割または３割）。
要件

○ 生年月日が昭和25年８月１日以前
の方
　① 申請者が原則18歳～59歳の方と
同居していない

　② 申請者の世帯の収入のみで生計
を維持しており、同居していな
い親族などから申請者の世帯に
対して有形・無形の援助がない

　③ 申請者本人および配偶者、扶養
義務者の方全員の平成26年中の
所得が所定の基準額以下である

○ 生年月日が昭和25年８月２日以降
の方
　① 世帯員全員が所得税非課税の世
帯である

申請に必要なもの＝▼被保険者証▼
印鑑▼来庁者の本人確認ができるも
の
問・申請先＝健康課保険医療係
（内129）

スポーツ
Sports

平成28年度町体育館
使用団体登録説明会
　平成28年度、町体育館を定期的に
利用する団体を対象に説明会を開催
します。平成28年度から新規利用を
希望する団体、および継続して利用
する団体の方は参加してください。
説明会当日、登録申請書を配付しま
す。
※１団体につき１人の参加

※ 年度途中の登録はできません。必
ず説明会に出席してください

とき＝12月11日金19:30～
ところ＝町体育館研修室
対象団体＝町内の10人以上の団体
問＝町体育館

わくわくサタデーナイト

とき＝12月５日土18:00～20:00
ところ＝町体育館
種目＝卓球、バドミントンなど
※会場によって種目が異なります
対象＝町内に在住または在勤の方
参加費＝小学生100円、中学生以上
200円
※申込不要、当日会場で受付
※ わくわくクラブおおやまざき会員
の方は会員証をご持参ください

問＝わくわくクラブおおやまざき
（町体育館内）

大人気企画！
わくわくクリスマスイベント
　スポーツ開放とクリスマス特別企
画をご用意します。
とき＝12月23日 12:00（受付開始）
～15:00
ところ＝町体育館
対象＝町内に在住または在勤の方
参加費＝100円（大人・子ども共通
価格、会員は無料）
主催・問＝わくわくクラブおおやま
ざき事務局（町体育館内）

わくわくスキー＆スノーボード
教室
　詳細は本誌平成28年１月号に掲載
します。また、各学校にチラシを配
布するほか、▼町役場▼町公民館▼
町体育館にもチラシを設置しますの
で、こちらをご覧ください。
とき＝２月６日土～７日日
ところ＝森林公園スイス村（京都府
京丹後市）
主催・問＝わくわくクラブおおやま
ざき事務局（町体育館）

催し
Meeting

もちつき大会のお知らせ
（長寿苑・長寿会連合会共催）
　年末恒例の「もちつき大会」を開
催します。つきたての美味しいお餅
を食べて、元気に新年を迎えましょ
う。参加無料、申込不要。
とき＝12月２日水10:00～12:00
ところ＝長寿苑玄関前
持ち物＝エプロン、三角巾
対象＝町内に在住の60歳以上の方
問＝長寿苑

乙訓二市一町　合同朝市
「おとくに軽トラ朝市」
　乙訓地域で行われている朝市が結
集して、合同朝市を開催します。乙
訓二市一町の農家から採れたての新
鮮な野菜や、飲食店から乙訓地域の
ご当地グルメやスイーツなどを販売
します。
　「まゆまろ」や「お玉ちゃん」な
どおなじみのゆるキャラによる写真
撮影会や、交通安全教室、種まき体
験教室もあります。また、「乙訓産
の新米」が当たる抽選会もあります
ので、ぜひお越しください。
※ 駐車場がないため、車での来場は
ご遠慮ください

とき＝12月６日日10:00～13:30
ところ＝京都府乙訓総合庁舎駐車場
主催＝乙訓農商工連携推進協議会、
京都府山城広域振興局
問＝経済環境課農林商工係（内247）

オペラシアターこんにゃく座公演

 オペラ『おぐりとてるて』
 －説経説「小栗判官照手姫」より－
とき＝12月23日 15:30開演（30分
前開場）
ところ＝長岡京記念文化会館
台本演出＝立山ひろみ
作曲・音楽監督＝萩京子

料金＝おとな4,000円、こども（高
校生まで）3,000円
※ 当日券は500円増。全席自由、前
売券発売中

主催＝オペラシアターこんにゃく座、
（公財)京都府長岡京記念文化事業団
問＝長岡京記念文化会館
☎955‒5711

「みんなでいこカフェ」
12月のイベントのお知らせ
　クッキーや飲み物、食事をしなが
ら、楽しいひとときを過ごしません
か。イベントや相談、脳トレミニ講
座も毎回実施しています。詳細はお
問合せを。
 【12月４日金】
① ランチタイム（要申込、12月１日
火まで）

②大人気！　脳トレミニ講座
③ 猿の切り絵のかべかけ作り（材料
費100円）

　  毎回好評の切り絵、今年はこれが
最後の開催です。11月の続きです
が12月からの参加も可。

 【12月18日金】
① ランチタイム（要申込、12月15日
火まで）

②大人気！　脳トレミニ講座
③ かわいく簡単に作れるクリスマス
プレゼント（材料費100円）

 【12月25日金】
① ランチタイム（要申込、12月22日
火まで）

②大人気！　脳トレミニ講座
③ 毎年恒例のおもちつき～必見！　
アレンジ餅～（材料費100円）

時間＝①12:00～14:00、②14:00～
14:30、③14:30～16:00
ところ・問・申込先＝洛和ヴィラ大
山崎　☎958‒3855

やましろのタカラ フェスティバル
～やましろ地域はくらん会～
　①サイエンスショー②JAXAコズ
ミックカレッジ③山城地域内の
NPOなどの活動紹介④工作や体験

このコーナーは21ページから始まりますこのコーナーは21ページから始まります
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お知らせ
Information

大山崎町民生児童委員協議会イメージ
キャラクターのネーミング決定
　本誌７月号で募集したイメージキ
ャラクターのネーミングについて、
先日の大山崎町民生児童委員協議会
役員会において、６点のご応募の中
から「ラミン」に決定いたしました。
ご応募ありがとうございました。今
後、民生児童委員活動の周知啓発を
行う際には、「ラミン」が登場する
予定です。
問＝福祉課社会福祉係（内155）

資源ごみ（燃えないごみ）
収集の振替日について
　第１、３水（プラのみ）と第２、
４水（全種）のステーション箇所の
資源ごみ（燃えないごみ）収集が以
下のとおり変更されます。ご注意く
ださい。
収集なし＝12月23日水（ のため）
振替日＝12月21日月
問＝経済環境課清掃環境係
（内243・245・246）

○ 夜間の歩行中の交通事故防止（反
射材用品等の着用促進）

○飲酒運転の根絶
問＝経済環境課（内243）

医療費控除の
確定申告をされる方へ
　国民健康保険にご加入の方が病気
やケガで医療機関にかかり、１カ月
の医療費の負担額が自己負担限度額
を超えたとき、申請により超えた分
が払い戻される高額療養費制度があ
ります。申請の際、領収書の原本を
窓口で確認させていただきますので、
医療費控除の確定申告をされる方で
高額療養費が発生する方は、確定申
告に領収書を添付される前に高額療
養費の手続きをしてください。
問・申請＝健康課保険医療係
（内121）

上下水道料金がコンビニエンスストア
でお支払いできるようになります
　平成27年度４期分（12月発送分）
より、上下水道料金が今までご利用
いただいていた金融機関に加えて全
国のコンビニエンスストアでお支払
い可能になり、より便利になります。
利用可能店舗
 【金融機関】
▼みずほ銀行▼三菱東京ＵＦＪ銀行
▼三井住友銀行▼りそな銀行▼京都
銀行▼ゆうちょ銀行、郵便局（近畿
２府４県）▼京都信用金庫▼京都中
央信用金庫▼近畿労働金庫▼京都中
央農業協同組合▼池田泉州銀行
 【コンビニエンスストア（全国の各
店舗）】 
▼エブリワン▼ＭＭＫ設置店▼くら
しハウス▼ココストア▼コミュニテ
ィ・ストア▼サークルＫ▼サンクス
▼スパー（北海道）▼スリーエイト
▼スリーエフ▼生活彩家▼セイコー
マート▼セーブオン▼セブン－イレ
ブン▼タイエー▼デイリーヤマザキ
▼ニューヤマザキデイリーストア▼
ハセガワストア▼ファミリーマート

▼ポプラ▼ミニストップ▼ヤマザキ
スペシャルパートナーショップ▼ヤ
マザキデイリーストアー▼ローソン
▼ローソンストア100
注意！
○ 30万円以上の料金については、コ
ンビニエンスストアでお支払いは
できません。金融機関または役場
でお支払いください。

○ 汚損、破損などでバーコードが読
み取れないものは使用できません
ので、折り曲げたりしないでくだ
さい。

○ 納入期限が過ぎた納付書はお使い
いただくことができません。早め
のお支払をお願いします。

○ 領収書は５年間大切に保管してく
ださい。

問＝上下水道課業務・府営水道係
（内273）

今冬の節電対策の
ご協力について
　昨冬同様（平成22年度冬比９％減）
の節電の着実な実施に取り組んでい
ただくようお願いします。エアコン
の適切な温度設定（家庭20度、業務
系19度）やこまめな消灯、パソコン
などのOA機器の省エネ設定など、
無理のない節電を実施していただく
ことで、昨冬と同様の節電が実施で
きます。
期間＝12月１日火～平成28年３月31
日木の平日、9:00～21:00
※ 年末年始の12月29日火～１月３日
日を除く

注意！＝高齢者や乳幼児、体調の悪
い方がいるご家庭は、健康上支障を
およぼさない範囲での節電をお願い
します。
問＝経済環境課環境清掃係（内243）

生ごみ処理機購入の方に
補助金
　申請して、町から補助の通知が出
たあとに商品を購入してください。
申請受付順に交付、予算限度額に達

した時点で終了。補助金交付決定前
に購入したものは対象外。
補助金額＝機器購入価格の1/2
※ 上限20,000円、購入金額が5,000
円未満のものは対象外

対象＝次の要件すべてに該当する方　
▼大山崎町民▼大山崎町内で処理機
を利用する▼過去５年以内に当制度
の補助を受けていない世帯▼町税な
どの滞納がない
申請期限＝平成28年２月29日月
※ 受付は平日の8:30～12:00、13:00
～17:15

申請方法＝▼申請書（役場２階経済
環境課に置いています）▼印鑑▼見
積書（店印が押印されているもの。
レシート不可）▼カタログ（写しで
も可）▼町税完納証明書を下記まで
持参。
※郵送不可
問・申請先＝経済環境課清掃環境係
（内243・245・246）

戦没者等のご遺族のみなさまへ
特別弔慰金が支給されます
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、
平成27年４月１日において公務扶助
料や遺族年金などを受ける方がいな
い場合に、第十回特別弔慰金として
額面25万円、５年償還の記名国債が
支給されます。対象となるご遺族は
次の順番による先順位のご遺族お１
人です。
1弔慰金の受給権者
2戦没者等の子
3 戦没者等と生計関係を有しており、
かつ、戦没者等と氏が同じである
①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

4 上記３以外の①父母②孫③祖父母
④兄弟姉妹

5 上記1～4以外のご遺族で、戦没
者等の死亡時まで引き続き１年以
上生計関係を有していた三親等内
の親族

請求受付締切＝平成30年４月２日
※ この期間内に請求を行わないと、
時効により特別弔慰金を受ける権
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年末年始の燃えるごみの
収集日程
　毎年、間違って出されるごみが後
を絶ちません。収集日以外に出され
たごみは回収されませんので、収集
日を間違えないようにご注意くださ
い。また、必ず朝の８時までに出し
てください。
年末
12月28日月まで…平常通り
12月29日火…燃えるごみの特別
収集（火・金収集地域）
年始
１月１日 ～３日日…収集はあ
りません
１月４日月から…平常通り

問＝経済環境課（内243・245・246）

ごみの出し方に
ご協力ください
　現在、埋め立て処分場の残余容量
が少なく、ひっ迫している状態です。
このままでは平成43年度までには満
杯になります。そのため、一人一人
が適正にごみの分別を行い、ごみの
減量を心掛けていただくようご協力
お願いします。
 【燃えるごみ（ も収集）】
○ 指定日の午前８時までに家の前か
ステーションに出してください。
週２回収集。
○ １世帯につき100ℓまで無料収集。
超過分は有料（超過する場合は経
済環境課まで事前に要連絡）。
○ 収集前日の夜にごみ袋を出さない
でください。
○ 商店や会社など、事業活動による
ごみは収集できません。
 【資源ごみ（ は収集なし）】
○ 分別はステーションで、ごみを出
す本人が行ってください。
○ 指定日の7:00～9:00にステーショ
ンに出してください。前日および
指定した以外の時間に出さないで
ください。
○ 再資源化するために次のことにご

協力ください。
　① 容器、包装プラスチック類は中
身をよく洗い、乾かす。シール
やラベルは剥がして、食品や中
身が付着したものは出さない。

　② 缶は中身を取り除き、洗ってか
らつぶせるものはつぶす。

　③ ビンはふたや栓をはずし、中身
を取り除く。

　④ スプレー缶は、完全に使いきる
か、適切な方法でガス抜きをす
る。

　⑤ ガスライターは使いきる。
　⑥ 水銀電池（ボタン電池）は、販
売店で引き取ってもらう。

　⑦ その他の燃えないごみは、一辺
の長さが50㎝未満のものに限り
収集。それ以上の物は有料大型
ごみです。（パソコン、家電リ
サイクル法での指定品を除く）

　⑧ 電球や針、カミソリなどは紙な
どで包み、「危険」と表示する。

　⑨ ダンボール、古新聞、古雑誌は
子供会または自治会の集団回収
に出す。

問＝経済環境課（内243・245・246）

建物を取り壊したら
「家屋滅失届出書」の提出を
　固定資産税は毎年１月１日の不動
産の状況に応じて課税されます。町
職員が巡回して町内の状況を確認し
ていますが、正確な課税のために、
建物の現況に変化があった場合は下
記までご連絡ください。
　なお、12月末までに登記申請が完
了している場合、連絡の必要はあり
ません。
問＝税住民課税務係（内143）

年末の交通事故防止府民運動

ゆずりあい  心もあったか  京の暮れ
とき＝12月11日金～31日木
運動重点
○子どもと高齢者の交通事故防止
○自転車の安全な利用の推進

表彰を受けられました

　町の推薦により、学校法人京都
がくえん幼稚園（団体）と真継哲
男さん（個人）が平成27年京都府
交通対策協議会交通安全功労等表
彰を受けられました。これは、ボ
ランティア活動として長期間にわ
たって積極的な交通安全活動を行
っている団体および個人が対象。
共に10年以上の長期にわたり活動
を続け、交通事故防止に貢献され
ています。
問＝経済環境課清掃環境係
（内243）
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山崎幼稚園ハンドベルクワイヤー
クリスマスコンサート

とき＝12月22日火18:00～
ところ＝島本町ふれあいセンター１
階ケリヤホール
入場料＝無料
曲目＝▼ライオンキング▼フィガロ
の結婚▼サンタが街にやって来る　
など
問＝山口　☎962‒6502
北原　☎957‒0860　
runrun.handbell@hotmail.co.jp

DVD「9条を抱きしめて」鑑賞会

～元米軍海兵隊員アレン・ネルソン
さんが語る戦争と平和～
　一緒に考えましょう。無料のコー
ヒータイムや保育所もあります。参
加無料。
とき＝12月６日日13:30～15:30
ところ＝中央公民館講座室
問＝大山崎町９条の会　渋谷
☎956‒4312

冬のえごまフェスタ
in 離宮八幡宮

　えごまクラブのキャラクター「あ
ぶらうりしょうた君」との撮影コー
ナーもあります。
とき＝12月12日土12:30～17:00
ところ＝離宮八幡宮境内
内容

 【おもちつき(12:30～ )＆えごま茶
屋（13:00～）】 
　えごま餅セット200円。木臼でつ
いたお餅に、特製のえごまタレを付
けて、熱々のえごま茶とどうぞ。
 【えごま油で仕上げる森の豆皿ワー
クショップ（14:00～）】 
　輪切りにしたイチョウや桜の枝に
ちょっとノミや彫刻刀を入れると、
かわいい豆皿になります。墨と筆で
模様や文字を描いて、えごま油で仕
上げます。参加費300円。
 【伝統のキカイで油しぼり（15:30～
16:30頃）】 
　電気も燃料も使わない「立木」と
いう搾油機で手しぼりします。もち
ろんしぼるのは今年、大山崎で栽培
したエゴマ。初しぼりの油でお灯明
を灯して、豊作に感謝！
問＝大山崎町の歴史・文化遺産を活
かした地域活性化実行委員会
津田　957‒0336

スマイルプレイスからの
おしらせ

 【親子サロン《Smile Place：スマ
イルプレイス》】 
　おもちゃや絵本、スタッフによる
読み聞かせなどの後、手作りのお菓
子でお茶を楽しみます。出入り自由。
初めての方もお気軽にお越しくださ
い。
とき＝12月４日金10:00～11:30

チーム絆・乙訓サテライト
「若者自立支援」セミナー

　ひきこもり経験を持つシンガーソ
ングライター、たなかきょうのトー
ク。参加費無料、申込不要。
とき＝12月19日土13:00～16:00
※ 16:30～19:00にはライブと交流会
をします

ところ＝バンビオ６階和室
定員＝20人
問＝NPO法人「若者と家族のライ
フプランを考える会」河田　☎201‒
8073　
mypath@lpw-kyoto.org

教育講演会としゃべり場

とき＝12月12日土18:30～21:00
ところ＝バンビオ３階特別展示室
講演＝「貧困の中で大人になる」
講師＝中塚久美子さん（朝日新聞）
参加費＝無料
問＝乙訓少年支援の会「ひまわり」
東　☎080‒2488‒7330

ナース再就業フェア2015

　看護職の免許を持ち、職場への復
帰を考えている方を対象に、２種類
のセミナーを開催します。いずれの
セミナーも担当看護師が丁寧に説明
します。参加無料、要申込。
とき＝12月15日火、平成28年１月14
日木、２月19日金　①10:00～12:00　
②13:00～15:00（時間選択制）
対象＝乙訓２市１町、亀岡市、京都
市西京区・南区・伏見区に在住の、
看護職免許をお持ちの方
 ■セミナーＡ　基礎看護技術演習
　  ▼点滴準備▼留置針固定▼採決▼
血糖測定▼輸血▼シリンジポンプ
の使い方▼救急蘇生など、ご希望
の項目についてモデル人形を用い
て演習

 ■ セミナーＢ　外来、病棟での看護
体験、見学

　  当院看護師（担当者）とともに行
動していただき、実際の看護の場

面を見学。体位変換、移送など、
非侵襲的な看護ケアについては体
験可能です。

ところ・問・申込先＝済生会京都府
病院　看護部　☎955‒0111
※受付は平日の9:00～16:00

山桜会ハイキング

行先＝私市周辺（私市、ピトンの広
場、星のブランコ、やまびこ広場、
約６㎞）
とき＝12月３日木（雨天中止）
集合＝阪急西山天王山駅前バス停　
9:00
問＝福田　☎957‒0418

冬の「子どもの居場所（勉強会）」
のお知らせ

　冬休みもみんなで集まって一緒に
宿題をしませんか。退職教職員など
が指導します。要申込。
※ 送迎は保護者の責任でお願いしま
す

とき＝①12月23日 、②24日木、③
平成28年１月17日日9:15～11:45
※②は大山崎町宿題塾と共催
ところ＝①③中央公民館　②円明寺
が丘自治会館
内容＝①宿題と工作　②宿題など　
③正月遊びと雑煮または和菓子作り
持ち物＝学習用具、お茶（③はエプ
ロンと手拭きも）
参加費＝100円（１人あたり）
申込締切＝12月14日日
問・申込先＝中島　
☎080‒5321‒7843

会員募集
詩吟でこころに栄養を！

　おなかから声を出すことで心身と
もに健康になります。
 ■詩吟愛好会
　とき＝毎週金19:00～21:00
 ■詩吟小倉サークル
　とき＝毎週火13:30～15:30
ところ＝中央公民館会議室、談話室
会費＝月1,000円

問・申込＝山本　☎956‒6401

大山崎社交ダンスサークル
会員募集

　はじめての方も大歓迎。本多和代
プロ（スタンダード・ラテンＡ級）
が指導をします。
とき＝毎週火18:00～21:00
ところ＝中央公民館ホール
問・申込＝北村　☎956‒5705

大山崎竹林ボランティア
正月用の青竹販売会

　竹加工品の展示販売をします。
とき＝12月26日土、27日日10:00～
14:00
ところ＝桜の広場公園（山崎聖天下）
商品（一例）＝ミニ門松、葉牡丹付
きプランター、干支置物、正月用祝
い竹箸、燻製竹花器など
※ 長さや形など希望に応じることも
可能です

問＝室崎　☎957‒6852

大山崎俳句会

とき＝12月２日水13:00～16:30
ところ＝大山崎ふるさとセンター
会費＝年3,000円
問＝森　☎956‒6532

聴竹居倶楽部  
紅葉をめでる会2015

　紅葉にかこまれた聴竹居をこころ
ゆくまでお楽しみください。事前申
込不要。
※ 付近に駐車スペースがないため、
車やバイク、自転車での来場は禁
止（JR山崎駅周辺の駐車場など
をご利用ください）

※ 室内の撮影は混雑が予想されるた
め禁止

とき＝12月５日土10:00～15:00
ところ
○聴竹居庭園（見学料無料）
○建物内部（見学料500円）
問＝事務局  荻野  ☎080‒6117‒7510
www.chochikukyo.com

広告
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（10:15～10:35には希望者のみアル
バム作りを行います）
ところ＝円明寺が丘自治会館２階和
室
参加費＝300円
※ アルバム作り参加者は初回のみ別
途200円
対象＝乳幼児とその保護者、妊娠中
の方
※ 下植野集会所のSunny  Placeは
12月はお休みです
 【生活をもっと楽しくするイベント
《ちょこちょこっとお役立ちソーイ
ング》】 
　ママたちのリフレッシュと家庭生
活の充実を図ったイベントです。目
の離せない小さな子どもと一緒では
なかなかできない針仕事。手縫いで
出来る、講師のアイディア満載の可
愛いネックウォーマーなどの小物を
一緒に作りましょう。要申込。
とき＝平成28年１月22日金10:00～
12:00
ところ＝中央公民館別館２階第１研
修室
講師＝吉田友美さん（Adelie cafe）
対象＝乳幼児の保護者
定員＝20人程度（15人まで保育可能）
参加費＝500円
申込方法＝12月４日金より受付開始。
▼氏名▼電話番号▼保育の有無▼保
育される子の名前・年齢を電子メー
ルまたは電話で下記まで。
問・申込先＝幸山 ☎080‒5700‒5822
smile2525place@gmail.com
http://blogs.yahoo.co.jp/

eikanaei

ママさんバレーボールを
始めましょう

　初めての方も大歓迎。小さなお子
さんのいるママさんも多数活躍中。
とき＝毎週火19:00～21:00
ところ＝大山崎体育館
問＝向日葵　卜部（うらべ）
☎090‒9984‒4106
※受付は夜間、土日 のみ
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都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
字
円
明
寺
小
字
夏
目
3
番
地

　
　
　
印
刷
　
株
式
会
社
き
か
ん
し
コ
ム
 

☎（
07
5）
95
6-
21
01
　
FA
X（
07
5）
95
7-
11
01

メ
ー
ル
：
ki
ka
ku
@
to
w
n.
oy
am
az
ak
i.l
g.
jp

カ
レ
ン
ダ
ー
下
の
休
業
・

休
館
日
の
お
知
ら
せ
は
○役 ○公

○老 ○ふ
○体 ○歴

＝
役
場

＝
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

＝
町
体
育
館

＝
中
央
公
民
館

＝
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

＝
歴
史
資
料
館

月 7 14 21 28 4

火 1 8 15 22 29 5

水 2 9 16 23 30 6

木 3 10 17 24 31 7

金 4 11 18 25 1

土 5 12 1
9 26 2

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老＝
休

○役

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○ふ
○歴
○体

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

元
日

○役
○老

＝
休

○公

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公
○役
○老

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公
○役
○老

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公
○役
○老

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公
○役
○老

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公
○役
○老

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公
○役
○老

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公
○役
○老

図
書
室
休
室

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今 月 の 納 付

国
民
年
金
保
険
料
11
　
  
　
月
  
　
　
分
（
１
月
４
日
月
ま
で
）

固
定

資
産

税
第

３
期

分
（
1
2
月
2
5
日
金
ま
で
）

国
民
健
康
保
険
税
第

７
期

分
（
1
2
月
2
5
日
金
ま
で
）

介
護

保
険

料
第

７
期

分
（
1
2
月
2
5
日
金
ま
で
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第

６
期

分
（
１
月
４
日
月
ま
で
）

上
下
水
道
料
金
第

４
期

分
（
初
回
振
替
12
月
７
日
月
）

上
下
水
道
料
金

初
回
振
替
残
高
不
足
の
場
合
（
再
度
振
替
12
月
21
日
月
）

13
14

町
防
災・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
  登
録
の
お
願
い

①
 「
bo
us
ai
.o
ya
m
az
ak
i-t
ow
n@
ra
id
en
.k
ta
iw
or
k.
jp
」

に
、
件
名
、
本
文
は
な
に
も
書
か
ず
に
メ
ー
ル
を
送
る

②
 す
ぐ
に
返
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
の
指
示
に
従
い
、

　
登
録
手
続
き
を
す
る

問
＝
政
策
総
務
課
危
機
管
理
係
  ☎
95
6-
21
01
（
内
32
4）

 も
ち
つ
き
大
会

　
長
寿
苑
　
10
:0
0～
12
:0
0

 町
議
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

 人
権
教
育
研
修
会

　
中
央
公
民
館
１
階
ホ
ー
ル

　
14
:0
0～
15
:3
0

 年
金
相
談
（
予
約
制
）

　
役
場
１
階
相
談
室

　
13
:0
0～
16
:0
0

 祝
日
の
た
め
、
資
源
ご
み
の
収

集
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
12
/2
1月
に
振
替
）

 わ
く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

　
町
体
育
館
　
12
:0
0～
15
:0
0

 12
/3
0水
～
1/
3日
の
ご
み
の
収

集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 町
議
会
本
会
議
開
会

 道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町
内
一
円
　
9:
00
～
17
:0
0

　（
11
/3
0月
ま
で
に
建
設
課
で
予
約
）

 子
育
て
相
談
  　
各
保
育
所
　
9:
00
～
16
:0
0

 園
庭
開
放
  　
各
保
育
所
　
10
:0
0～
11
:3
0

 消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
13
:3
0～
15
:3
0

 ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
な
ご
み
の
郷
　
13
:3
0～
15
:3
0

 町
議
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

 子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
　
9:
00
～
16
:0
0

 園
庭
開
放

　
各
保
育
所
　
10
:0
0～
11
:3
0

 消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
13
:3
0～
15
:3
0

 町
議
会
総
合
計
画
策
定
調
査
特
別
委
員
会

 子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
　
9:
00
～
16
:0
0

 園
庭
開
放

　
各
保
育
所
　
10
:0
0～
11
:3
0

 消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
13
:3
0～
15
:3
0

 町
立
小
中
学
校
終
業
式

 子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
　
9:
00
～
16
:0
0

 園
庭
開
放

　
各
保
育
所
　
10
:0
0～
11
:3
0

 消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
13
:3
0～
15
:3
0

 年
末
燃
え
る
ご
み
特
別
収
集

 （
火
金
収
集
地
域
）

　
朝
8:
00
ま
で

 子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
　
9:
00
～
16
:0
0

 園
庭
開
放

　
各
保
育
所
　
10
:0
0～
11
:3
0

 消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
13
:3
0～
15
:3
0

 お
と
く
に
軽
ト
ラ
朝
市

　
京
都
府
乙
訓
総
合
庁
舎
駐
車
場

　
13
:3
0～
15
:3
0

 資
源
ご
み
収
集
日

（
12
/2
3祝
の
振
替
）

 燃
え
る
ご
み
平
常
収
集
終
了

 い
き
い
き
朝
市（
歳
末
感
謝
市
）

　
円
明
寺
脇
山
広
場

　
9:
00
～
売
切
れ

 燃
え
る
ご
み
平
常
収
集
開
始

（
月
木
収
集
地
域
）

 障
が
い
者
週
間（
～
９
日
木
ま
で
）

 障
が
い
者
理
解
促
進
研
修

　
  大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
３

階
ホ
ー
ル
　
13
:0
0～
15
:3
0　

 若
者
就
労
支
援
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室

　
10
:0
0～
12
:0
0

 ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

　
13
:3
0～
15
:3
0

 町
議
会
総
務
産
業
常
任
委
員
会

 障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
１

　
9:
30
～
11
:3
0

 行
政
書
士
に
よ
る
暮
ら
し
と
事
業

の
行
政
相
談
会
 

　
役
場
２
階
で
受
付

　
13
:3
0～
16
:3
0

 健
康
相
談
（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
　
13
:0
0～
15
:0
0

 ク
リ
ス
マ
ス
会
（
12
/2
2火
ま
で

に
要
申
込
）

　
各
保
育
所
　
10
:0
0～
11
:3
0

 ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
何
で
も
お
し
ゃ

べ
り
会

　
役
場
１
階
相
談
室

　
13
:3
0～
15
:3
0

 町
立
小
中
学
校
始
業
式

 若
者
就
労
支
援
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室

　
10
:0
0～
12
:0
0

 町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

 人
権
週
刊
（
～
10
日
金
ま
で
）

 健
康
相
談
（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
　
9:
30
～
11
:3
0

 心
配
ご
と
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室

　
13
:3
0～
15
:3
0

 み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ
（
ラ
ン
チ

要
予
約
）

　
洛
和
ヴ
ィ
ラ
大
山
崎

　
12
:0
0～
16
:0
0

 町
議
会
建
設
上
下
水
道
文
教
厚
生

常
任
委
員
会

 平
成
28
年
度
町
体
育
館
使
用
団
体

登
録
説
明
会
 

　
町
体
育
館
研
修
室
　
19
:3
0～

 町
議
会
本
会
議
閉
会

 み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ
（
ラ
ン
チ

要
予
約
） 

　
洛
和
ヴ
ィ
ラ
大
山
崎

　
12
:0
0～
16
:0
0

 心
配
ご
と
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室

　
13
:3
0～
15
:3
0

 み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ
（
ラ
ン
チ

要
予
約
） 

　
洛
和
ヴ
ィ
ラ
大
山
崎

　
12
:0
0～
16
:0
0

 祝
日
の
た
め
、
資
源
ご
み
の
収
集

は
あ
り
ま
せ
ん
。  （
1/
8金
に
振
替
）

 学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
　
8:
30
～
12
:0
0

 い
き
い
き
朝
市
　

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
9:
00
～
売
切
れ

 わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

　
町
体
育
館
　
18
:0
0～
20
:0
0

 福
祉
映
画
上
映
会

　
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

　
9:
30
～
12
:3
0

 学
校
開
放
  　
8:
30
～
12
:0
0

　
大
山
崎
小
（
運
動
場
の
み
）

　
第
二
大
山
崎
小
（
体
育
館
・
運
動
場
）

 い
き
い
き
朝
市
（
も
ち
つ
き
感
謝
祭
）

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
9:
00
～
売
切
れ

 と
き
め
き
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
大
山
崎
小
体
育
館
　
10
:0
0～
11
:3
0

 干
支
絵
付
け
体
験
教
室
（
要
申
込
）

　
中
央
公
民
館
　
10
:0
0～
12
:0
0、
13
:3
0～
15
:3
0

 い
き
い
き
朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
9:
00
～
売
切
れ

3
4

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

ゆ
ず
り
あ
い
  心
も
あ
っ
た
か
  京
の
暮
れ

12
月
11
日
金
～
31
日
木

2
　「
譲
り
た
い
も
の
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
譲
り
渡
し
、
譲
り
受
け
は
無

料
で
お
願
い
し
ま
す
。
現
在
の
登
録
状
況
は
下
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込
＝
経
済
環
境
課
　
☎
95
6-
21
01（
内
24
5）

町
民
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
 

道
路
を
気
持
ち
よ
く
使
う
た
め
に

○
道
路
上
に
は
み
出
し
た
樹
木
な
ど
は
視
界
や
通
行
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
の
で
、
剪
定
し
て
く
だ
さ
い

○
道
路
や
側
溝
の
上
に
自
転
車
や
植
木
鉢
な
ど
、
通
行
の
妨

げ
に
な
る
も
の
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

○
道
路
や
側
溝
に
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
放

置
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
 

―
建
設
課
―

 町
議
会
議
会
改
革
特
別
委
員
会

 町
議
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会


